

















































































































































































































いたと言える。すなわち、F さんと P さんは、生活と生き方そのものを大きく転換する手段とし




















































































力する。その B さんの努力が、日常生活の中で非日常の沖縄を維持すること、さらには B さん
の沖縄での生活を維持することを可能にしているのである。
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県が「移住」「定住」「二地域居住」「田舎暮らし」「ふるさと」などをキーワードに、U ターンや I ターンの
政策を行っている。それらの政策の主な目的は、特に過疎が進んだ地域の地域活性化であり、他県から移住
者を募ることで県や市町村を復興させようとするねらいがある。キーワードからもわかるように、I ターンを
対象にした政策にも「ふるさと」や「山村回帰」という用語が使われ、都市と対置された地方の特色が政策
の全面に押し出されている。
